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思
い
出
い
っ
ぱ
い

西
の
島
交
歓

親
善
臨
海
学
校

第
五
回
西
の
島
交
歓
親
善
臨
海
学
校
が
、
七

月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
西
の
島
町
で
、
本
町

五
年
生
四
十
三
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
に
無
い
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
海
水
浴
は

も
ち
ろ
ん
、
も
ぐ
り
競
走
に
よ
る
貝
ひ
ろ
い
や

海
釣
り
な
ど
、
山
の
手
に
と
っ
て
は
、
日
頃
得

難
い
体
験
に
時
間
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
の
交
歓

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
浦
郷
入
港
出
迎
え
か
ら
の
西
の
島
町

の
児
童
、
先
生
方
、
町
長
さ
ん
、
教
育
長
さ
ん

の
心
暖
ま
る
歓
待
は
、
児
童
に
と
り
一
生
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
と
同
時
に
、

今
後
の
人
間
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

改
め
て
こ
の
行
事
の
持
つ
意
味
の
大
き
い
こ

と
を
思
い
、
こ
う
し
た
貴
重
な
体
験
の
場
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
小
学
校
連
合
団
々
長

俣
野
小
学
校
長
　
木
村
　
悦
子

▲
と
な
り
の
獲
物
が
気
に
な
り
ま
す

（
磯
釣
り
を
楽
し
む
子
供
た
ち
）
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会例定会議町

（6月25日～6月28日）

条例関係、工事関係、補正予算な

ど町長提出15議案を可決

第183号

・
昭
和
五
十
八
年
度
江
府
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
雷

林
道
ヒ
キ
ジ
高
谷
線
新
設
費
及
び

一
般
町
道
俣
野
宮
市
線
道
路
改
良
費

を
五
十
九
年
三
月
議
会
に
お
い
て
一

部
繰
越
明
許
費
と
し
て
議
決
を
得
て

お
り
、
そ
の
繰
越
計
算
書
を
報
告
す

る
も
の
で
す
。

・
専
決
処
分
し
た
事
項
の
承
認

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
江
府
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

改
正
の
要
旨
は
、
課
税
限
度
額
の
引

上
げ
及
び
所
得
割
、
資
産
割
等
の
税

率
、
低
所
得
者
の
減
額
並
び
に
納
税

義
務
の
消
滅
し
た
場
合
の
課
税
等
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
江
府
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

生
活
相
談
員
及
び
児
童
厚
生
貞
並

び
に
同
和
担
当
社
会
教
育
指
導
員
に

つ
い
て
、
国
庫
及
び
県
費
の
補
助
金

交
付
要
綱
が
改
正
さ
れ
、
基
本
額
が

引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
報
酬
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
江
府
町
手
数
料
条
例
の
全
部
改
正

近
隣
市
町
村
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
手
数
料
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

・
江
府
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

江
府
町
手
数
料
条
例
の
全
部
改
正

に
よ
り
、
税
条
例
中
納
税
証
明
書
交

付
手
数
料
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

・
江
府
町
森
林
等
火
入
れ
に
関
す
る

条
例
の
制
定

森
林
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
国

の
機
関
委
任
事
務
を
市
町
村
事
務
と

す
る
も
の
で
す
。

・
江
府
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、
昭
和
六
十

年
三
月
三
十
一
日
施
行
の
一
般
職
の

地
方
公
務
員
に
対
し
て
六
十
歳
定
年

を
原
則
と
す
る
定
年
制
度
が
導
入
さ

れ
た
事
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
も
定
年
制
度
導
入
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
江
府
町
職
員
の
定
年

等
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

・
江
府
町
字
の
区
域
の
変
更
並
び
に

字
の
名
称
の
廃
止

江
府
町
御
机
地
区
に
お
い
て
、
昭

和
五
十
一
年
度
か
ら
昭
和
五
十
五
年

度
の
五
年
間
に
わ
た
り
団
体
営
ほ
場

整
備
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

換
地
業
務
に
伴
い
字
の
区
域
及
び
名

称
の
変
更
並
び
に
廃
止
を
す
る
も
の

で
す
。

・
町
道
改
良
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結昭

和
五
十
九
年
三
月
議
会
で
承
認

を
得
て
請
負
契
約
を
締
結
し
た
一
級

町
道
俣
野
宮
市
線
道
路
改
良
工
事
の

う
ち
、
株
式
会
社
下
本
組
と
契
約
し
た

一
工
区
の
事
業
変
更
に
伴
い
三
五
五

万
七
千
円
の
増
額
を
す
る
も
の
で
す
。

・
は
場
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

昭
和
五
十
九
年
度
地
区
再
編
農
業

構
造
改
善
事
業
に
よ
る
貝
田
河
原
団

地
は
場
整
備
工
事
を
施
行
す
る
も
の

で
指
名
競
争
入
札
で
美
保
土
建
と
契

約
（
工
事
費
三
、
四
五
七
万
円
）
す
る

こ
と
に
つ
い
て
承
認
す
る
も
の
で
す
。

1
日
働

2
日
出

3
日
口
H

4
口
日
月

5
日
㈹

6
日
姻

7
日
木

8
日
惚

9
日
出

1
1
日
㈲

1
2
日
㈹

1
3
ヨ
0
0

1
4
日
㈹

1
5
日
鹿

骨

月6＊

県
土
木
事
業
要
望
全

町
学
校
教
育
振
興
会
総
会
、

西
部
地
区
同
和
対
策
協
議

会
役
員
全

町
職
域
野
球
大
会
開
会
式

庁
内
会
、
町
母
子
会
総
会
、

中
国
横
断
自
動
車
道
打
合

せ
全

軍
恩
連
盟
日
野
郡
連
合
支

部
総
会
、
郡
建
設
業
協
会

会
長
他
来
庁

新
道
行
政
座
談
全

県
町
村
会
総
会

清
掃
組
合
運
営
委
員
会

郡
社
会
教
育
協
議
会
総
会
、

町
職
域
野
球
大
会
閉
会
式

川
筋
地
区
水
道
組
合
運
営

会
議
、
森
林
組
合
役
員
会

在
勤

議
員
研
修

西
部
町
村
全

県
水
防
訓
練
、
議
会
全
員

1
6
日
出

1
8
日
㈱

1
9
日
㈹

2
0
日
㈹

2
1
日
㈹

2
2
日
也

2
3
日
出

2
4
日
㈱

2
5
日
㈱

2
6
日
㈹

2
7
日
㈹

2
8
日
㈹

2
9
日
⑫

3
0
日
出

協
議
会
、
中
国
電
力
社
長

来
庁

在
勤

三
谷
電
話
開
通
式
、
造
園

科
同
期
生
会
、
広
島
建
設

局
長
来
庁

産
業
課
事
業
入
札
、
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
、
県

観
光
連
盟
総
会

在
勤

産
業
課
事
業
入
札

日
野
地
区
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会
総
会
、
日
野

地
方
農
林
振
興
協
議
会
委

員
会

在
勤

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

議
会
定
例
会

溝
口
警
察
地
区
防
犯
協
議

会
総
会
（
江
府
町
）

甘
酒
茶
屋
資
料
館
打
合
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和59年8月10日発行－第183号報町府江

・
多
目
的
集
会
施
設
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結

昭
和
五
十
九
年
度
第
三
期
山
村
振

興
農
林
業
対
策
事
業
並
び
に
電
源
立

地
促
進
対
策
交
付
金
事
業
に
よ
る
洲

河
崎
多
目
的
集
会
施
設
の
新
築
工
事

を
施
行
す
る
も
の
で
、
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
谷
口
組
と
契
約
（
工
事
費

三
、
四
〇
〇
万
円
）
す
る
こ
と
に
つ

い
て
承
認
す
る
も
の
で
す
。

・
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
二
き

第
二
号
補
正
予
算
は
、
既
定
の
予

算
額
に
一
億
一
、
七
八
三
万
八
千
円

を
補
正
し
、
総
予
算
額
を
二
一
億
四

、
七
八
三
万
八
千
円
と
し
、
そ
の
主

を
内
容
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
に

二
、
二
一
〇
万
四
千
円
、
又
、
公
債
費
に

一
、
七
八
三
万
四
千
円
を
補
正
し
起

債
の
繰
上
げ
償
還
を
す
る
も
の
で
す
。

⑳

・
昭
和
五
十
九
年
度
索
道
運
営
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

既
定
の
収
益
支
出
総
額
四
、
七
〇

〇
万
円
の
う
ち
、
営
業
外
費
用
八
二

万
一
千
円
を
増
額
し
、
営
業
費
用

五
五
万
円
、
予
備
費
二
七
万
一
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
、
こ
れ
を
充
当

す
る
も
の
で
す
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出
予
算
を
一

、
七
三
〇
万
円
計
上
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
企
業
債
償
還
金
で
、
こ
の
財

源
と
し
て
は
、
前
年
度
末
損
益
勘
定

留
保
資
金
の
う
ち
、
一
、
七
三
〇
万

円
を
も
っ
て
補
て
ん
し
、
補
正
予
算

を
編
成
し
た
も
の
で
す
。

・
昭
和
五
十
九
年
度
米
沢
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
き

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
、
三
二

一
万
七
千
円
を
追
加
し
、
総
予
算
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
、
六
三

〇
万
七
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。
補

正
の
内
容
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

中
国
横
断
自
動
車
道
建
設
に
係
る
土

地
及
び
立
木
売
払
収
入
の
増
額
、
歳

出
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
地
域
及
び

関
係
者
へ
の
負
担
金
補
助
金
を
増
額

し
た
も
の
で
す
。

・
昭
和
五
十
九
年
度
江
尾
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
、
五
九
一
万
三

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
、
六
五
一
万
三
千
円

と
し
た
も
の
で
す
。
補
正
の
内
容
は

歳
入
に
つ
い
て
は
、
中
国
横
断
自
動

車
道
建
設
に
係
る
土
地
及
び
立
木
売

払
収
入
の
増
額
、
歳
出
に
つ
い
て
は

各
関
係
地
域
及
び
関
係
者
へ
の
負
担

金
補
助
金
を
増
額
し
た
も
の
で
す
。

町
職
員
の
異
動

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
）
内
は
、
旧
任

六
月
十
四
日
付

・
課
長
級

建
設
課
長
心
得
兼
管
理
係
長
（
農

林
課
長
補
佐
心
得
）

河
　
上
　
英
　
明

・
課
長
補
佐
級

産
業
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
（
建

設
課
長
補
佐
心
得
）

高
　
山
　
伊
磋
雄

・
係
長
級

建
設
課
建
設
係
主
任
（
建
設
課
建

設
係
）
　
　
　
　
大
　
岩
　
勝
　
美

・
主
事産

業
課
農
林
係
（
教
育
委
員
会
事

務
局
）
　
　
　
　
大
　
田
　
敏
　
朗

教
育
委
員
会
事
務
局
出
向
（
建
設

課
管
理
係
）
　
　
中
　
川
　
秀
　
樹

建
設
課
管
理
係
（
産
業
課
農
林
係
）

塚
　
原
　
　
　
守

◎
町
政
の
う
ご
き

町
長
の
行
政
報
告
か
ら

。総　務
5月24日、大蔵検査

課検査員による会計検査

が行われ、起債事業は昭

和55年度～58年度分、

補助事業、交付金事業に

ついては57年、58年

度分を対象に厳正な検査

を受けました。

・民　生
5月に実施された赤十字社々資募金運動

は、募金額588千円で目標額（582千円）を

上廻る実績となりました。深く敬意と感謝

をいたします。

町老人クラブ連合会をはじめ各福祉団体

の総会や研修が行われ、各団体の育成と交

流が図られました。

6月7日、日輪闇で清掃組合運営委員会

を実施、環境衛生の周知徹底を図りました。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会定

例会が行われ、3．200千円の追加補正予算

と鳥取県町村職員退職手当組合規約の変更
等が議決されました。

・産　業
5月期子牛せり市が5月16日行われまし

た。種別の成績は下表のとおりです。

種 別 入 場頭 数 売 買金 額 平 均価 格 3 月期
対 比

雌

頭 千円 千円 千円

41 7 ，831 191 △ 30

去 48 11 ，222 234 14

計 89 19 ，053 214 6

・教　育
6月6日から6月12日まで県立博物館移

動展が土井之内会館で開設されました。鳥

取市には県立博物館が設置されていますが

西部地区の利用が距離的に困難のため博物

館と共催で開設、化石等242点を展示、ま

た期間内には博物館学芸員による特別教室

も開かれ、期間中1，113名の利用者があり

ました。
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会
長
に
坂
口
理
郎
さ
ん
決
ま
る

昭
和
五
十
九
年
七
月
十
九
日
、
三
ヶ
年
の
任
期
が
満
了
と
な
り
、
新
し
い
農
業
委
員

会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
農
民
の
公
正
な
意
見
を
反
映
し
、
農
業
の
立
場
を
代
表
す
る
機
関

で
あ
り
、
八
月
三
日
に
開
か
れ
た
初
回
の
農
業
委
員
会
で
会
長
に
坂
口
理
郎
さ
ん
、
会

長
代
理
に
小
梅
福
治
さ
ん
が
選
ば
れ
、
新
し
く
編
成
さ
れ
た
機
構
に
よ
り
、
広
く
期
待

さ
れ
る
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

＼＼1㌢
道　下　　　馨も

（本町1丁目）

谷　口　利　恭も
（大　万）

上　口　勝　茂も
（佐　川）

景　山　幸　夫も
（宮　市）

↑
小　椋　福　治も

（下蚊屋）

伊　達　教　行も
（御　机）

◇
お
尋
ね
し
ま
す

福
祉
年
金
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
保
険
料
を
納
め
て
国
民
年

金
に
入
る
こ
と
は
な
い
と
聞
き
ま
し

た
。そ

れ
で
い
い
ん
で
す
か
。

◇
お
答
え
し
ま
す

そ
れ
は
全
く
誤
解
で
す
。
老
齢
福

祉
年
金
と
い
う
の
は
、
明
治
四
十
四

年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
人
た
ち

で
、
他
の
制
度
か
ら
年
金
の
出
を
い

人
に
保
険
料
を
納
め
て
い
を
く
て
も

七
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
の
負
担
で
年

金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
の
国
民
年
金

発
足
当
時
、
五
十
歳
を
こ
え
る
人
た

ち
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、

年
金
受
給
資
格
の
要
件
が
整
わ
な
い

の
で
（
五
十
五
歳
未
満
の
人
に
は
高

齢
任
意
加
入
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。
）

一
種
の
救
済
的
を
措
置
と
し
て
福
祉

年
金
が
も
う
け
ら
れ
た
の
で
す
。

◇
お
尋
ね
し
ま
す

国
民
年
金
は
滴
二
十
歳
か
ら
加
入

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
黙
っ
て
い
て
も
加
入
者
と
な

っ
て
い
て
、
通
知
が
く
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

◇
お
答
え
し
ま
す

そ
う
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分

で
窓
口
へ
出
か
け
て
い
っ
て
、
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
満
二
十
歳

に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
す
で
に
職

場
に
勤
め
て
い
て
、
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
役
場
民
生
課
へ
お
尋
ね
下

さ
い
。

Soumu
四角形

Soumu
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梅　林　晴　舞も
（武　庫）

藤　原　理　行も
（池の内）

坂　口　理　郎軋
（日の詰）

⑳

新　見　昭　三も
（吉　原）

山　本　幸　人も
（西　成）

西　村　一　男も
（本町5丁目）

田　中　順　一も
（柿　原）

手
数

料
が

変
り

ま

川　上　芳　房も
（兼　用）

お
－
空
丸
で
す
か

民
票
、
印
鏡
登
錦
、

証
明
の
手
数
料
が
、

旦J

森　田　明　雄も
（貝　田）

影　山　文　夫軋
（洲河崎）

昭
和
五
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
、

次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

○
住
民
票
　
　
　
一
件
　
二
百
円

○
禁
治
産
、
準
禁
治
産
又
は
破
産
に

関
す
る
証
明
　
一
件
　
二
百
円

○
印
鑑
登
録
証
明
一
件
　
二
百
円

○
印
鑑
登
録
証
の
再
交
付
　
三
百
円

○
所
得
証
明

○
固
定
資
産
証
明

一
件
　
二
百
円

一
件
　
二
百
円

－
保
健
婦
か
ら
〓
言
－

七
月
九
日
～
二
十
日
の
間
”
住
民

検
診
〃
　
で
各
部
落
を
巡
回
し
て
、
結

核
、
肺
ガ
ン
検
診
、
一
般
健
康
診
査

を
し
て
き
ま
し
た
。

十
一
日
間
の
結
果
で
は
昨
年
と
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
血

圧
、
貧
血
、
肥
満
等
が
多
い
よ
う
で

す
。特

に
貧
血
は
本
人
の
自
覚
が
少
な

く
、
病
気
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
を
い

方
が
多
い
よ
う
で
す
の
で
、
今
日
は

貧
血
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

賞
血
の
原
因
は

貧
血
は
血
液
中
の
赤
血
球
や
血
色

素
が
減
っ
て
血
液
が
う
す
く
な
っ
た

状
態
で
、
最
も
多
い
の
は
鉄
欠
乏
性

貧
血
で
、
食
事
か
ら
摂
取
す
る
鉄
分

が
不
足
す
る
こ
と
が
原
因
で
お
こ
り

ま
す
が
、
そ
の
他
、
胃
か
い
よ
う
、

十
二
指
腸
か
い
よ
う
・
子
宮
筋
腫
な

ど
婦
人
科
の
病
気
・
痔
を
ど
の
出
血

す
る
病
気
が
原
因
で
お
こ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

今
回
の
健
診
で
〝
貧
血
傾
向
″
と

言
わ
れ
た
方
は
、
自
分
の
食
生
晴
を

検
討
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
病
気
が
な
い
か
、
き
ち
ん
と
診

察
を
う
け
て
下
さ
い
。

賞
血
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

a
　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
。

b
　
偏
食
・
極
端
を
減
食
・
朝
食
抜

き
は
や
め
る
。

C
　
胃
腸
を
丈
夫
に
。

d
　
食
欲
が
な
い
と
き
は
、
食
事
の

回
数
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。

e
　
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
調
和
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

失血に効果のあも栄霊薬

血色黒をつくる
軋閃、魚など飴間作のものガよい。

血色六をつくる
レハ一書、趨■、ほうれん暮らとの鱈■色
野菜、干しぶどう塔とのE事、こ課。

造血を環漉し■性責皿にもよい
レパー■、かきなどの貝は、粉乳、チース、
卵■、書の血合内など。

造血促遭
レバー■、干したくだもの．ほうれん■

アスパラガス、キャベツ谷と。

造血環遭
レハ‾、スキムミルつ、ほうれんT、／け
ナなと．

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
夏
パ
テ

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

Soumu
四角形
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わ
だ
い

話
題
や
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

総
務
課
企
画
広
報
係

報丁田府江

現
在
放
送
中
の
　
「
ロ
マ
ン
ス
」
に

続
い
て
十
月
一
日
か
ら
放
送
予
定
の

「
心
は
い
つ
も
ラ
ム
ネ
色
」
　
の
ロ
ケ

が
、
主
人
公
赤
津
文
平
役
の
新
藤
栄

作
さ
ん
（
新
人
）
、
部
落
の
老
人
役
殿

山
泰
二
さ
ん
、
少
年
ビ
リ
ケ
ン
役
の
山

田
克
二
さ
ん
の
三
俳
優
を
迎
え
て
、

七
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
貝
田
、

吉
原
、
か
ま
こ
し
き
の
各
地
で
行
を

わ
れ
ま
し
た
。
吉
原
で
は
民
家
と
地

区
の
墓
地
で
、
貝
田
で
は
、
毛
久
呂

原
や
下
た
ん
ば
の
農
作
業
シ
ー
ン
を
、

夜
に
入
っ
て
は
貝
田
の
十
五
夜
の
盆

踊
り
な
ど
昭
和
初
期
の
風
景
を
部
落

の
方
々
の
協
力
を
得
て
撮
影
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
ド
ラ
マ
は
、
大
阪
で
初
の
洩

才
作
家
秋
田
実
氏
を
モ
デ
ル
に
、
笑

い
で
つ
づ
る
昭
和
の
庶
民
生
活
史
と

い
う
こ
と
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

江
府
町
以
外
に
、
鳥
取
砂
丘
、
浦

富
海
岸
、
弓
ヶ
浜
、
大
社
を
ど
で
も

撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
府
町
で
の

ロ
ケ
シ
ー
ン
の
放
送
予
定
は
、
十
月

三
十
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の
三

回
で
す
。
ど
の
様
に
江
府
町
各
地
が

登
場
し
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
放
送

日
を
お
楽
し
み
に
。

▲伝令も勇ましく
（西部操法大会）

二∠こ′／駁、
あ
ち
や

云

三
平
山
登
山

でロケ

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
一
分
団
準
優
勝
、
県
大
会
へ
出
場

わ
か
と
り
国
体
に
ち
怨
ん
で
、
三

平
山
の
頂
上
に
登
っ
て
み
よ
う
と
俣

野
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
間
で
話
が

も
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

身
体
の
調
子
や
都
合
で
結
局
は
三

人
に
な
り
ま
し
た
が
六
月
十
二
日
に

決
行
と
を
っ
た
も
の
で
、
三
平
山
の

一
、
〇
〇
九
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
を
き

わ
め
、
山
頂
に
あ
る
豊
年
地
蔵
に
今

年
の
豊
作
を
祈
願
し
て
元
気
に
下
山

し
ま
し
た
。

〝
若
い
も
ん
に
ゃ
ま
だ
ま
け
ん
″

と
自
信
満
々
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
三
人

で
し
た
。

第
二
十
六
回
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
が
七
月
十
五
日
、
鳥
取
県
消

防
学
校
で
開
か
れ
、
町
消
防
団
第
一

分
団
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
八

月
二
日
、
鳥
取
市
で
行
わ
れ
た
県
大

会
で
も
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
て
健
闘
、
十
一
チ
ー
ム
出
場
中
第

六
位
の
好
成
績
で
し
た
。

■
競
技
は
、
消
火
準
備
や
体
制
に
つ

い
て
そ
の
速
さ
、
正
確
さ
、
節
度
を

採
点
す
る
も
の
で
す
。

（
出
場
選
手
）
　
山
根
博
司
、
小
谷

幸
之
介
、
関
内
隆
文
、
上
原
二
郎
、

浜
本
伸
介
、
藤
田
幸
一

ト
加
藤
徽
美
枝
さ
ん
、
中
尾
き
よ
子
さ
ん

坂
口
美
佐
子
さ
ん

Soumu
四角形
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七
月
二
十
三
日
、
明
倫
小
学
校
で

電
話
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
電
報
電
話
局
が
行
う
〝
夏

休
み
を
利
用
し
た
母
と
子
の
電
話
教

室
″
の
指
導
を
受
け
た
も
の
で
す
が

電
話
局
長
の
話
、
映
画
の
後
、
実
際

に
模
擬
電
話
を
使
っ
て
の
実
技
指
導

が
あ
り
、
進
ん
で
電
話
を
か
け
て
み

よ
う
と
い
う
子
も
い
て
、
意
欲
満
々

で
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気
を
く
使
っ
て

い
る
電
話
の
か
け
方
、
話
し
方
な
ど

身
に
覚
え
の
あ
る
こ
と
も
多
く
、
た

い
へ
ん
勉
強
に
を
っ
た
と
好
評
。
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
役
立
っ
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ト
模
擬
電
話
を
つ
か
っ
て
実
技
指
導

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
嗣
嗣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅
前
配

夏
の
夜
は
涼
台
で
縁
台
将
棋
を
し

た
り
、
手
ぼ
た
ん
花
火
が
あ
っ
た
り

そ
れ
は
車
社
会
が
こ
な
い
時
代
の
優

し
い
夏
の
風
物
誌
で
し
た
。▲子供たちに人気の

ふうせんつりコーナー

こ
ん
を
時
代
を
か
い
間
見
て
も
ら

お
う
と
言
う
事
が
発
想
の
原
点
と
在

っ
た
行
事
が
江
府
町
商
工
会
青
年
部

主
催
の
、
土
曜
ふ
れ
あ
い
夜
市
で

す
。昭

和
五
十
一
年
か
ら
始
ま
り
今
年

で
八
回
を
数
え
ま
し
た
。
「
土
曜
ふ

れ
あ
い
夜
市
」
と
言
う
ネ
イ
ミ
ン
グ

も
中
学
生
を
対
象
と
し
た
懸
賞
募
集

で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
新
し
い
江

府
町
の
祭
り
と
し
て
定
着
、
あ
ゆ
つ

り
コ
ー
ナ
ー
、
生
ビ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー

な
ど
様
々
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
出
店

も
あ
っ
て
涼
を
求
め
る
多
く
の
人
々

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

Soumu
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江府少年野球クラブ

日野都大会で初優勝

8月11日　県大会へ

去
る
六
月
二
十
二
日
、
第
十
四
回

少
年
野
球
学
童
部
選
手
権
大
会
の
日

野
郡
大
会
が
、
白
住
グ
ラ
ン
ド
で
行

を
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
江
府
町
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
は
、
決
勝
で
溝
口
を
く
だ
し
郡

大
会
初
優
勝
〃
‥
、
米
子
津
山
球
場
で

の
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

T
回
戦
）

石
見
0
2
0
2
2
＝
6

江
府
0
3
3
7
×
＝
1
3

（
準
決
勝
）

江
府
0
0
9
5
－

－
1
4

山
上
0
3
0
0
＝
3

（
4
回
コ
ー
ル
ド
）

（
決
勝
）

溝
口
0
0
2
0
2
＝
4

江
府
5
1
0
0
×
＝
6

八
月
の
行
事
予
定

8
月
4
日
　
町
内
職
域
バ
レ
ー

大
会

8
月
2
6
日
よ
り
　
町
地
域
対
抗

野
球
大
会

8
月
下
旬
　
西
之
島
町
交
歓
テ

ニ
ス
大
会

お
断
わ
り

8
月
13
日
～
1
5
日
の
間
は
夏
期

休
館
日
で
運
動
公
園
も
、
お
休

み
で
す
。

－トレーニング室ガイドー

⑧チェストウエイト

〔発達する筋肉〕

わ
か
と
り
国
体
集
団
演
技

婦
人
部
門
出
演
者
決
ま
る

▲日野都大会開会式

昭
和
六
十
年
十
月
二
十
日
鳥
取
市

布
勢
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
開
催

さ
れ
る
総
合
開
会
式
に
県
下
三
十
九

市
町
村
の
中
か
ら
、
婦
人
千
二
百
名

に
よ
る
集
団
演
技
が
行
を
わ
れ
ま
す

が
、
江
府
町
か
ら
も
十
名
の
候
補
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
管
内
婦
人
の
各
団
体
の

中
か
ら
、
市
町
村
長
の
推
せ
ん
に
基

づ
き
県
実
行
委
員
会
長
が
委
嘱
す
る

も
の
で
す
。

本
年
．
度
は
指
導
者
の
研
修
四
回
、

西
部
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
練
習
会
一
回
と

な
っ
て
お
り
、
あ
と
は
日
常
の
練
習

会
が
十
四
回
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

六
十
年
度
に
は
本
番
を
入
れ
て
九

回
の
合
同
練
習
会
に
出
席
い
た
だ
く

こ
と
に
を
り
ま
す
。

家
庭
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
す
が
、
国
体
成
功
の
た

め
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
演
候
補
者
は

上
原
三
紀
子
、
藤
原
雅
子
、
山
本

由
紀
子
、
加
藤
悦
子
、
松
本
幸
子
、

前
田
京
子
、
永
岡
雅
子
、
安
藤
秀
子
、

清
水
友
子
、
岡
田
書
己
子
、
の
十
名

で
す
。
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◎8月の保健行事
乎L幼児相駁
日　時　　8月22日（水）

午前9時～11時
午後1時～3時

場　所　　老人の家2階
携行品　　母子手帳
フッ素塗布
日　時　　8月23日（木）

午前9時30分～10時
30分

場　所　　土井之内会館
携行品　　母子手帳・歯ブラシ
対象児　　個人通知します
1歳6か月健診
日　時　　　8月23日（木）

午後12時30分～1時
（受付）

場　所

携行品

対象児

土井之内会館
母子手帳
1歳6か月児健診受

診票（個人送付）
昭和57年12月～昭和
58年2月出生児

す夜祭

江　　府　　町　　報

◎昭和59年度

調理師試験受験案内
次のとおり調理師試験が行わ

れます。
●試験期日

9月20日（火）
●試験場所

西部総合事務所
●受験申請雷の受付期間

8月20日から8月24日
●受験資格

中卒以上の人で、飲食店営
業、魚介類販売、そうさい製
造業又は給食施設（継続して
1【司20食、1日50食以上を調
理して供給する施設）におい
て2年以上調理の業務に従事
した人

●受験願書の提出先等詳細につ
いては、根雨保健所へお尋ね
ください。

行　事　日　程

8月16日（木）

○江美城太鼓　　午後4時30分～
商工会青年太鼓部による町内流し打ち

〇時代行列　　午後4時30分～江尾町内
○豪大山踊り　　　〃　7時30分～　　〃　踊り流し

各部落、職域団体、一般町民多数参加
○郡上踊り　　午後9時頃　（駅前広場）

○旗火、火文字　正午～打上、火文字　午後7時30分（久連山）
○山車展示

町内各部落、趣味同好会、子供会等から出展

ト七夜 8月17日（金）

○少年相撲大会　午後2時一　江美神社境内

小中学校児童生徒、団体個人戦（優勝旗、賞品、参加賞）
〇十七夜太鼓　　午後7時頃から町内流し打ち
○仁　輪　加　　午後7時30分～江尾町内
各部落、団体、職場より多数参加

〇十七夜踊り　　午後9時頃　　上之段広場
無形文化財古代地踊りを中心に各種踊り
各部落、団体、職域から多数参加、個人参加歓迎

〇十七夜踊り認定雷の交付

十七夜踊り保存会によって、踊り（古代地）の審査を行い個
人に認定書が交付されます。

○花火、火文字

旗　火　　正午　　　花　火　　　午後8時頃～集中打上
火文字　　午後8時頃点灯（久連山）

○山車展示　　前夜祭に引き続き展示

○荒神神楽　　午後9時30分～　江美神社
無形文化財　荒神神楽　町内社中出演

◎臨時バスのご案内

大河原行　　午後11時00分　小江尾入口発
尾上原行　　　ヶ11時00分　白石スタンド前
御　机行　　　ヶ11時00分　農協米倉庫前発

昭和59年8月10日発行－第183号

◎訓練生の募集

米子総合高等職業訓練校では
次のとおり訓練生を募集してい
ます。
●募集科目　定員、訓練期間

ブロック建築科　20名
1年（入校日10月5日）

●応募資格
満64歳以下で学歴、性別を

問わない。
●出層ぎ手続

雇用保険受給資格者は、米
子職業安定所を
は、職業訓練校掛

校
▲
誹
州
脱

他のそ

●選考日時

9月27日（

五
百
年
前
の
文
明
年
間
か
ら
、
江

尾
城
主
蜂
塚
安
房
守
の
創
始
に
よ
り

伝
え
受
け
継
が
れ
た
伝
統
あ
る
江
尾

十
七
夜
を
、
本
年
も
下
記
日
程
で
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。

各
種
目
に
つ
い
て
、
部
落
、
団
体

個
人
を
と
わ
ず
ご
参
加
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
お
誘
い
合
せ
の
上
多
数
お

出
か
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内

し
ま
す
。

闇‥l

江
尾
十
七
夜
の
ご
案
内
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報　－昭和59年8月10日発行－（10）

舗
命
や
♯
車
や
参

入
の
動
き

車
載
命
令
㊨
長
島

（
6
月
届
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

尾
上
原
　
藤
原
美
咲
恵
　
辰
美
　
長
女

柿
　
原
　
奥
田
小
百
合
　
篤
志
　
二
女

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
江
尾
　
長
尾
か
よ
　
8
4
歳
　
克
人
宅

大
河
原
　
安
田
コ
ト
　
8
3
歳
　
佳
正
宅

貝
　
田
　
谷
田
卓
男
　
5
8
歳
　
和
男
宅

町
　
深
山
口
下
原
息
　
5
7
歳
　
熊
重
宅

池
ノ
内
　
藤
原
は
つ
よ
8
2
歳
　
息
文
宅

府
　
　
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

江第183号

梅
林
　
茂
樹

中
野
　
美
子

清
水
　
俊
夫

柴
田
佐
智
子

渡
逮
　
孝
幸

長
尾
　
弥
生

三
輪
　
良
典

田
中
　
早
苗

声
立
　
幸
正

吉
川
比
奈
子

赤
堀
　
寿
昭

伊
達
　
美
鈴

若
松
　
純
久

野
口
　
和
美

下
垣
　
達
雄

下
垣
さ
李
え

））））））））

武
庫

江
尾
か
ら

柿
原

京
都
市
北
区
か
ら

大
阪
府
枚
方
市

中
江
尾
か
ら

下
安
井

岩
美
郡
岩
美
町
か
ら

宮
市

壷
m
梓
芝
江
区
か
ら

和
歌
山
県
新
宮
市

御
机
か
ら

東
京
都
板
橋
区

宮
市
か
ら

大
阪
市
東
区

美
用
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

六
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

本
　
三
　
門
脇
達
也
殿

（
母
久
子
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
長
尾
克
人
殿

（
母
か
よ
様
ご
逝
去
）

大
河
原
　
安
田
佳
正
殿

（
祖
母
コ
ト
様
ご
逝
去
）

深
山
口
　
下
原
熊
重
殿

（
長
男
忠
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
谷
田
千
佐
萱
殿

（
夫
卓
男
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

御
　
机
　
中
田
　
博
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
井
上
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
大
田
も
ん
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
茂
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
村
敦
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
岡
本
章
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
仲
田
槌
治
殿

（
ご
本
人
様
全
快
）

尾
上
原
　
山
本
晴
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
和
知
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
三
千
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
村
矛
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
天
野
教
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
新
見
冨
貴
校
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
徳
岡
ト
ミ
コ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
川
上
岩
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
川
上
正
春
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

事故発生状況（人身事故）

件　数　7件（13件）

死　者　2名（0名）

負傷者∴牒名（15名）

（）内は前年同期

善
意
銀
行
受
払
報
告

し
　
五
月
禾
累
計
額

三
百
六
十
一
万
四
千
九
百
九
十
二
円

2
．
六
月
中
寄
付
額

三
十
三
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
九
万
円

快
気
祝
　
　
二
十
四
万
円

3
．
支
出
額
　
．

需
用
費
　
千
百
五
十
円

負
担
金
　
五
万
三
千
四
百
九
十
五
円

寄
付
金
　
二
百
五
十
万
円

も
　
六
月
末
累
計
額

百
三
十
九
万
三
百
四
十
七
円

顔観官蜃虐参酌

迫ってくる大型車の後輪
（内輪差を知ろう）

左折時の事故原因に

は、内輪差によるもの

が目立ちます。内輪差

とは、車が曲がるとき、

後輪が前輪の通った場

所よりも内側を通るこ

とをいいます。これは

車の構造上どんな車で

も起こり、特に大型車

はその差か大きくなり、事故の原因にもなります。

交差点では、歩行者はもとより自転車、二輪車

を運転している人も内輪差に注意し、大型車のそ

ばに近づきすぎて巻き込まれることのないように

（9交差点の角に立って、

イ書号ガ変γ）るのを待っ

ていました。そこへ大

型トラ、ソワガや〉ってき

て左折し始めます。前

輪ガ目の前を通ったと

き、ぼくと車の閏には

まだ余裕ガありました。

②ところガ、そのあと

車体ガぼくのほうに寄

ってきて後輪にひかれ

てしまいそうになり、

思わす飛びのきました。してください。
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